
舞姫組さんの元気な踊り 講演中の中嶋玲子氏 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

  

 

 

 

 1 月 29 日≪≪≪≪かのやかのやかのやかのや男女男女男女男女共同参画共同参画共同参画共同参画社会社会社会社会づくりづくりづくりづくり    

フォーラフォーラフォーラフォーラムムムム≫≫≫≫をリナシティかのやに於いて開催 

しました。 

今回は、九州初の女性町長となった中嶋玲子 

氏を始めとし、鹿児島県立短期大学准教授の疋 

田京子氏、記者として公私共に多忙な兵頭昌岳 

氏、地元鹿屋市からは、女性農業経営士の堀之 

内節子氏と県内初の女性漁業士となった田村三 

千代氏を迎えて開催しました。 

中嶋氏は、農家の嫁となり、夫の祖父母、両 

親、兄弟、子どもの大家族の中で昼間は農作業、 

夕方になると全員の食事の支度、後片付け、全 

員がお風呂に入り終わるのを待つ長い時間、横になる場所もなく、柱に寄りかかって順番を待って

いた頃があった。と当時を振り返る。また、町議選当選当初は、女性議員の座る席は、「末席が当

たり前」の男性議員の意識を「男性議員同様の扱い」となるまで意識改革を行ったこと等、会場は

涙あり笑いありでアッという間に時間が過ぎてしまいました。中嶋氏は「男性、女性多様な意見を

活かし、より良い社会を築くのが男女共同参画社会」と熱く語ってくれました。 

パネルディスカッションでは、農業が大好きで農業の担い手となり、地域のよきリーダー、また

夫の良きパートナーとして社会とのかかわりを持っている堀之内氏や家族の反対にあいながらも｢海

の男社会」と言われる職業に就き、漁業界で女性の視点を活かしながら、日々奮闘中の田村氏など

自分の夢や好きなことに向かっている様はとても輝いていました。 

アンケートの結果からは、「「「「昔昔昔昔をををを思思思思いいいい出出出出しししし涙涙涙涙がががが出出出出たたたた。。。。」「」「」「」「ももももうううう少少少少しししし聞聞聞聞きたかったきたかったきたかったきたかった。。。。」「」「」「」「勇気勇気勇気勇気

をもってをもってをもってをもって自分自分自分自分のののの意見意見意見意見をををを言言言言えるえるえるえる人間人間人間人間になりたいになりたいになりたいになりたい。。。。」「」「」「」「パワーパワーパワーパワーをもらったをもらったをもらったをもらった。。。。」」」」等大変好評をいた

だきました。 

月日                

世帯                

発行発行発行発行：：：：男女共同参画推進室男女共同参画推進室男女共同参画推進室男女共同参画推進室    
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パネルディスカッションの様子 



第第第第１１１１分野分野分野分野    政策政策政策政策・・・・方針決定過程方針決定過程方針決定過程方針決定過程へのへのへのへの女性女性女性女性のののの参画参画参画参画のののの拡大拡大拡大拡大    
・政治、司法を含めたあらゆる分野で「2020 年 30％」に向け

た取組 

・クオータ制など多種多様な手法による 

ポジティブ・アクションの検討 

 
 

昨年策定された第 3 次男女共同参画基本計画における主な施策については、１５の重点分

野を掲げ、それぞれの分野において、「基本的考えかた」、「成果目標」、「施策の基本的

方向」、｢具体的施策｣について記述しています。また、新たに５つの分野を設けています。 
    

＊＊＊＊重点分野重点分野重点分野重点分野    
 

 

 

第第第第２２２２分野分野分野分野    男女共同参画男女共同参画男女共同参画男女共同参画のののの視点視点視点視点にににに立立立立ったったったった社会制度社会制度社会制度社会制度・・・・慣慣慣慣

行行行行のののの見直見直見直見直しししし、、、、意識意識意識意識のののの改革改革改革改革    
・税制、社会保障制度、家族に関する法制などの検討 

・調査・統計における男女別情報の充実 

 

第第第第３３３３分野分野分野分野    男性男性男性男性、、、、子子子子どもにとってのどもにとってのどもにとってのどもにとっての男女共同参画男女共同参画男女共同参画男女共同参画★★★★    
・男性にとっての男女共同参画の意義についての理解の促進 

・子どもの頃からの男女共同参画の理解の促進 

第第第第４４４４分野分野分野分野    雇用等雇用等雇用等雇用等のののの分野分野分野分野におけるにおけるにおけるにおける男女男女男女男女のののの均等均等均等均等なななな機会機会機会機会とととと

待遇待遇待遇待遇のののの確保確保確保確保    
・Ｍ字カーブ問題の解消に向けた取組の推進 

・同一価値労働同一賃金に向けた均等・均衡待遇の推進 

・女性の活躍による経済社会の活性化 

第第第第５５５５分野分野分野分野    男女男女男女男女のののの仕事仕事仕事仕事とととと生活生活生活生活のののの調和調和調和調和    
・長時間労働の抑制、多様な働き方の普及、男性の家事・育

児参画の促進、職務環境の整備 

第第第第６６６６分野分野分野分野    活力活力活力活力あるあるあるある農山漁村農山漁村農山漁村農山漁村のののの実現実現実現実現にににに向向向向けたけたけたけた男女共同男女共同男女共同男女共同

参画参画参画参画のののの推進推進推進推進    
・女性の農林漁業経営や地域社会への参画の推進 

・加工・販売等の起業など 6 次産業化の取組への支援 

第第第第７７７７分野分野分野分野    貧困貧困貧困貧困などなどなどなど生活上生活上生活上生活上のののの困難困難困難困難にににに直面直面直面直面するするするする男女男女男女男女へのへのへのへの

支援支援支援支援★★★★    
・セーフティネット機能の強化 

・世帯や子どもの実情に応じたきめ細やかな支援 

第第第第 8888 分野分野分野分野    高齢者高齢者高齢者高齢者、、、、障害者障害者障害者障害者、、、、外国人等外国人等外国人等外国人等がががが安心安心安心安心してしてしてして暮暮暮暮    

らせるらせるらせるらせる環境環境環境環境のののの整備整備整備整備★★★★    
・障害者、外国人等であることに加え、女性であることで複 

合的に困難な状況に置かれている人々への支援 

第第第第９９９９分野分野分野分野    女性女性女性女性にににに対対対対するあらゆるするあらゆるするあらゆるするあらゆる暴力暴力暴力暴力のののの根絶根絶根絶根絶    
・配偶者等からの暴力の防止及び被害者の保護 

等の推進 

・性犯罪への対策の推進 

第第第第 10101010 分野分野分野分野    生涯生涯生涯生涯をををを通通通通じたじたじたじた女性女性女性女性のののの健康支援健康支援健康支援健康支援    

・女性の生涯を通じた健康のための総合的な政 

策展開 

・性差に応じた健康支援 

第第第第 11111111 分野分野分野分野    男女共同参画男女共同参画男女共同参画男女共同参画をををを推進推進推進推進しししし多様多様多様多様なななな選択選択選択選択    

をををを可能可能可能可能にするにするにするにする教育教育教育教育・・・・学習学習学習学習のののの充実充実充実充実    
・男女平等を推進する教育・学習の充実 

・多様な選択を可能にする教育・能力開発・学習 

機会の充実 

第第第第 12121212 分野分野分野分野    科学技術科学技術科学技術科学技術・・・・学術分野学術分野学術分野学術分野におけるにおけるにおけるにおける男男男男    

女共同参画女共同参画女共同参画女共同参画★★★★    
・働きやすい環境整備に向けた取組の支援 

・女性研究者の採用・登用の促進 

第第第第 13131313 分野分野分野分野    メディアメディアメディアメディアにおけるにおけるにおけるにおける男女共同参画男女共同参画男女共同参画男女共同参画のののの    

推進推進推進推進    

・女性の人権を尊重した表現を推進するための 

メディアの取組の支援 

第第第第 14141414 分野分野分野分野    地域地域地域地域、、、、防災防災防災防災・・・・環境環境環境環境そのそのそのその他他他他のののの分野分野分野分野    

におけるにおけるにおけるにおける男女共同参画男女共同参画男女共同参画男女共同参画のののの推進推進推進推進★★★★    
・地域における男女共同参画の基盤づくりの推進 

・防災における男女共同参画の推進 

・男女共同参画の視点に立った環境問題への取 

組の推進 

第第第第 15151515 分野分野分野分野    国際規範国際規範国際規範国際規範のののの尊重尊重尊重尊重とととと国際社会国際社会国際社会国際社会のののの    

「「「「平等平等平等平等・・・・開発開発開発開発・・・・平和平和平和平和」」」」へのへのへのへの貢献貢献貢献貢献    

・条約等の積極的遵守、国内施策における 

実施・監視体制の強化、国内への周知 

・ジェンダー主流化によるＯＤＡの効果的実 

  施 

（★がついているのは新設分野） 



 

 

 

 

「ＤＶ被害者支援の会アミーチ」主催による『ＤＶ被害者支援セミナー』が 2 月、リナシ

ティかのやに於いて開催されました。 

 このセミナーは、｢鹿屋市の市民とのパートナーシップ推進事業」を活用して実施された

もので、ＤＶ被害者支援の取組が、全国でも先進地である久留米市と小規模人口ながら支援

の取組が進んでいるえびの市から講師を迎え、被害の実態や支援の取組について、事例を交

えて開催され、本市においても支援の取組を強化する必要性を感じました。 

 なかでもＤＶが子どもに与える影響は甚大で大変胸の痛む内容でした。        

 以下は、久留米市相談コーディネーターの石本宗子氏のセミナー時の

資料を一部掲載しています。 

 

 

・・・・ドメスティックドメスティックドメスティックドメスティック・・・・バイオレンスバイオレンスバイオレンスバイオレンス（ＤＶ）（ＤＶ）（ＤＶ）（ＤＶ）とはとはとはとは    

親密な関係における男女間において起こる身体的暴力、精神的暴力、性的暴力、経済的

暴力、社会的暴力などをいいます。  

・・・・女性女性女性女性にににに対対対対するするするする暴力暴力暴力暴力のののの主主主主なななな背景背景背景背景    

  女性に対する暴力が起こるのは個人に何か問題があるからではない。女性に対する暴力

は、現在の社会を形成する人々の意識、習慣、制度、法律などに見られる差別的な社会構

造・支配意識を反映して起こる問題である。優れて社会的な問題である。 

・・・・子子子子どもへのどもへのどもへのどもへの影響影響影響影響    

  ＤＶは、子どもにも大きな影響を与える。子どもは両親の間で起こっている問題に大人

が思っている以上に敏感に反応している。ＤＶが起こっている家庭の多くでは、子どもも

暴力の直接の対象になっていることも多く、また、暴力を目撃したり、物音や声を聞いた

り、被害者の負傷の様子や起こった後の家の中の荒れた様子などを見るなど、心理的な影

響は避けられない。子どもはいろいろな形で巻き込まれる。 
 

（（（（子子子子どもへのどもへのどもへのどもへの影響影響影響影響のののの例例例例））））    

 ・一方が他を支配する関係を学ぶ 

 ・物事の解決方法として暴力を選ぶことを学ぶ 

・幼児とは思えないほど聞き分けがよい反面、激しく母親に噛みつく攻撃性を表す 2歳児 

・他の子どもたちを突き飛ばし、顔や体を蹴飛ばす行動を繰り返す 3歳児 

・ひたすら母親の顔色を見て、母親の指示通りに弟妹の世話をする 6歳児 

・母親に自分の気分通りの行動を求め、行動を縛り仕事に行くことすら妨害する 10 歳児 

 ・毎晩のように発作を起こす 12 歳児 

 ・不安感を訴える 10 歳児 

 ・母親に心配をかけまいとして聞き分けよくふるまう 3歳児 

 ・覚めた目で大人を見る中学生 

・摂食障害や強迫神経症、解離性精神障害の症状を呈している 20 歳代等 

 



日本日本日本日本ののののジェンダージェンダージェンダージェンダー・・・・ギャップギャップギャップギャップ指数及指数及指数及指数及びびびびジェンダージェンダージェンダージェンダー不平等指数不平等指数不平等指数不平等指数    

順位 国名 値 

１ オランダ 0.174 

２ デンマーク 0.209 

３ スウェーデン 0.212 

４ スイス 0.228 

５ ノルウェー 0.234 

６ ベルギー 0.236 

７ ドイツ 0.240 

８ フィンランド 0.248 

９ イタリア 0.251 

10 シンガポール 0.255 

11 フランス 0.260 

12121212    日本日本日本日本    0.2730.2730.2730.273    

   

16 カナダ 0.289 

   

32 英国 0.355 

   

37 米国 0.400 

※資料：内閣府発行「共同参画」から掲載 

 

 

 

 

◎◎◎◎ジェンダージェンダージェンダージェンダー・・・・ギャップギャップギャップギャップ指数指数指数指数とはとはとはとは？？？？                        ◎◎◎◎ジェンダージェンダージェンダージェンダー不平等指数不平等指数不平等指数不平等指数とはとはとはとは？？？？    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先    》    

 〒893－8501 鹿屋市共栄町20番1号 

  TEL ：（0994）31－1147 

  FAX：（0994）40－3003 

  市民活動推進課（男女共同参画推進室） 

 〈メールアドレス〉 

  danjyo@e-kanoya.net 

 世界経済フォーラム発表によると各国におけ

る男女格差を測る指数（ＧＧＩ）は、経済分

野、教育分野、政治分野及び保健分野のデータ

から作成され、「０」が完全不平等、「１」が

完全平等を意味しています。特に政治分野及び

経済分野における男女差が大きいため、日本は

このような低い順位となっています。（日本は

134 か国中 94位、前年は 134 か国中 101 位）   

 国連開発計画（ＵＮＤＰ）発表によると本

指数は、保健分野、エンパワーメント、労働

市場の３つの側面から構成されており、国家

の人間開発の達成が男女の不平等によってど

の程度妨げられているかを明らかにするもの

で、日本は 138 か国中 12 位でした（順位が

高いほど、人間開発が阻害される要因が少な

い。）保健分野等日本が優れた分野が含まれ

ている結果と考えられますが男女共同参画に

おいて取り組む課題は多いと考えられます。     
順位 国名 値 

１ アイスランド 0.8496 

２ ノルウェー 0.8404 

３ フィンランド 0.8260 

４ スウェーデン 0.8024 

５ ニュージーランド 0.7808 

６ アイルランド 0.7773 

７ デンマーク 0.7719 

８ レソト 0.7678 

９ フィリピン 0.7654 

10 スイス 0.7562 

   

13 ドイツ 0.7530 

   

15 英国 0.7460 

   

19 米国 0.7411 

20 カナダ 0.7372 

   

46 フランス 0.7025 

   

74 イタリア 0.6765 

   

94949494    日本日本日本日本    0.65240.65240.65240.6524    


